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本書は 1972年 5月 Brusse1sで聞かれた第 4回 Interna tiol1a1 Seminar on 
Reproductive Physio1ogy and Sexua1 Endocril1010gy の記録である。 Re-
1easing factors and gonadotropil1s，androgensおよび estrogel1sand pro-
gestogensの3部から成り立っている。
内分泌学の研究は標的臓器の易IJ出，ホノレモンの投与等の初歩的手段から始まっ
たが，各種ホ Jレモンの antagonis tsの出現は radioimmunoassayとともに内分
泌学の進歩を飛躍的なものとした。第 1部では Guilleminらが合成 1u teinizing 
hormone re1easil1g factor (LRF)のある ana10gueが LRFの作用と桔抗す
ることを述べ， Porterらは estrogen前処置したまたは去勢雄ラットで sero-
toninと LH，FSHおよび pro1actin放出の関係を報告している。 Eshko1and 
Lunenfeld は出生直後のマウスにラット gonadotropin(G) に対する抗血清 
(aRG)を連日投与し，また aRG処理したマウスに純粋な folliclestimu1ating 
hormone (FSH)や humal1 menopausa1 G (HMG)を投与し， その卵巣の組
織学的所見に及ぼす影響を観察している。 Laurenceらは NIH・LH・B および 
NIH・FSH-Sの抗血清がラットの性周期，着床および卵巣機能に及ぼす影響を検
討している。 Mi1nerは Actinomycin D，puromycin，ethidium bromide， 
ch10ram phenico1および tetracaine等の ACTH作用に及ぼす影響を報告して
いる。 Godingらは種々なる脊椎動物における Prostag1andinF 2α の 1uteo1ysin
効果を述べている。 Manciniらによれば下垂体易IJ出男子で HMGが spermato・ 
genesisを回復し，これに testosteroneを追加するとその効果を阻害するという。
第2部では Neumannは現存する最強の antiandrogen;cyproterone acetate 
の臨床的応用の可能性を述べ，またこれを利用して性分化の問題に言及してい
る。 jostは性ホ Jレモン合成における酵素作用を阻害する種々なる androgen 
an tagonistsが男性胎児の性分化に及ぼす影響をまとめている。 Prasad らは 
cyproterone acetateの男性生殖機能に及ぼす作用を動物実験で検討している。 
Go1dmanは 3s-hydroxy-L15-steroid dehydrogenase の各種抑制剤および抗 
testosterone血清の男性性器発生に及ぼす影響を述べている。 Eik-Nesによれば 
FSH が 5α-dihydrotestosterone(DHT) の産生をたかめるという。 Massa 
and Martiniは progesterOl1eが testosteroneからその活性代謝産物えの変
換を妨げることをみている。
第 3部では Geynetらは 28種類の estrogensと antiestrogens の子宮細胞
の receptorにおける相互作用を総説的に論説している。 Rosnerらは estrogen
の中駆神経系えの取り込みまたは結合とそれを妨げるまたは促進する種々なる物
質との関係を検討している。 Rochefortらは nafoxidineの様な anties trogens 
の子宮における estradiolreceptorに及ぼす影響を述べている。 Szegoはホノレモ
ンの標的細胞における 1ysosoma1membrane stabilizationと glucocorticoids 
の抗 estrogen効果について論じている。 Terenius and Ljungkvistは 3H_ 
labe1ed estrogensを用いた実験および電顕像より各種 antiestrogensと anti-
progestogens の作用機序を論じている。 jensen らは ethamoxytripheto1， 
nafoxidine，clomipheneおよび PDCI-628の様な estrogenantagonistsを
用い標的細胞における estrogenreceptorを研究している。
以上，本書は各種ホlレモンに対する種々なる措抗剤または抗血清が最近急速に
進歩しつつある生殖内分泌学の研究に如何様に利用し得るかを紹介した良書で、あ
る 。(関光倫)
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